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一
〇
月
二
九
日
、
三
〇
日

の
両
日
、
香
川
県
高
松
市
を

中
心
に
、
四
国
の
森
づ
く
り

実
行
委
員
会
、
四
国
の
森
づ

く
り
in
か
が
わ
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
、
「
四
国
の
も
り

づ
く
り
in
か
が
わ
」
〞
元
気
な

森
を　

四
国
の
森
か
ら
と
ど

け
よ
う
！
〟
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
森
林
整
備
、

木
材
利
用
や
森
林
環
境
教
育

活
動
を
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
関
係
機
関
等
と
連

携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
、
平
成
一
六
年
度

に
四
国
四
県
と
四
国
森
林
管

理
局
に
よ
り
行
っ
た
「
四
国

の
森
づ
く
り
に
関
す
る
共
同

宣
言
」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
「
四
国
山
の
日

賞
」
の
表
彰
式
を
行
い
、
続

い
て
、
地
元
小
学
校
や
里
山

オ
ー
ナ
ー
、
企
業
の
森
づ
く

り
の
取
組
と
、
平
成
二
三
年

度
四
国
山
の
日
賞
を
受
賞
し

た
各
県
代
表
に
よ
る
森
づ
く

り
活
動
の
報
告
を
行
い
、
最

後
に
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
柴
田
昌
三
教
授
の
「
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
森
か

ら
の
恵
み
を
考
え
る
」
と
題

し
た
講
演
で
一
日
目
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
香
川
県
内
の
木

材
加
工
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
整
備
中
の
森
林
な

ど
を
見
学
す
る
「
香
川
県
産

木
材
利
用
」
「
竹
林
整
備
と
宝

　

第
七
回
高
知
も
く
も
く
ラ

ン
ド
２
０
１
１
秋
ま
つ
り
が
、

高
知
県
と
高
知
県
木
材
普
及

推
進
協
会
の
主
催
で
高
知
市

仁
井
田
の
協
同
組
合
「
高
知

木
材
セ
ン
タ
ー
」
で
一
〇
月

二
二
・
二
三
日
の
両
日
、
二
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
新
木
四
国
森
林

管
理
局
長
を
は
じ
め
主
催
者

及
び
関
係
者
が
丸
太
カ
ッ
ト

を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

四国山の日賞受賞の皆様

　

「
四
国
の
森
づ
く
り
in
か
が
わ
」
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
指
導
普
及
課
〉 

分 科 会（座談会）

　

木
が
育
む
あ
な
た
の
暮
ら
し

『
高
知
も
く
も
く
ラ
ン
ド
』
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
指
導
普
及
課
〉

オープニング丸太カット

山
湖
見
学
」
「
ド
ン
グ
リ
ラ
ン

ド
祭
参
加
」
「
座
談
会
」
の
四

分
科
会
に
別
れ
実
施
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
少
し
天
候
が
悪

か
っ
た
で
す
が
、
参
加
者
間

の
交
流
を
深
め
つ
つ
施
設
を

見
学
し
、
二
日
間
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
高
知
県
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
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高
知
県
産
材
の
普
及
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
催
し

に
は
、
木
造
住
宅
の
設
計
士
、

工
務
店
、
木
材
店
、
太
陽
光

発
電
な
ど
エ
コ
製
品
な
ど
を

扱
う
様
々
な
業
種
の
企
業
等

が
五
六
ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
住
宅
相
談
や
、
地

震
対
策
、
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談

な
ど
、
木
材
を
使
っ
た
建
築

に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
会

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
も
、
木

材
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ネ

ル
展
示
と
、
一
日
目
の
間
伐

材
の
板
を
糸
ノ
コ
で
く
り
抜

い
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
ク
リ
ス

マ
ス
・
正
月
壁
飾
り
、
カ
エ

ル
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
の

木
工
と
、
二
日
目
の
木
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
射
的
大
会
で

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
開
会
前
か
ら
親
子

連
れ
の
行
列
が
夕
方
ま
で
続

き
大
忙
し
で
し
た
が
、
綺
麗

四国森林管理局のブースの様子

に
完
成
し
た
作
品
を
手
に
喜

ぶ
親
子
の
笑
顔
に
癒
や
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
三
月
の

大
震
災
以
来
、
関
心
が
高
い
、

耐
震
診
断
に
関
す
る
相
談
や
、

「
南
海
大
震
災
に
向
け
て
の
取

組
」
な
ど
の
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
、
来
場
者
も
興
味
深
げ

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
中
止
も
検
討
さ
れ

る
ほ
ど
の
大
雨
で
し
た
が
、

二
日
目
は
快
晴
と
持
ち
直
し
、

一
万
人
程
（
主
催
者
推
計
）

の
来
場
が
あ
り
、
各
出
展
ブ
ー

ス
も
賑
わ
っ
て
木
材
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

「
古
事
の
森
」

～
次
世
代
へ
森
づ
く
り
活
動
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
指
導
普
及
課
〉

　

伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森

育
成
協
議
会
は
、
松
山
城
、
道

後
温
泉
な
ど
木
の
文
化
の
象

徴
す
る
伝
統
的
木
造
建
造
物

の
修
復
材
確
保
を
目
的
に
「
伊

予
之
二
名
島
古
事
の
森
」
の

協
定
を
平
成
一
九
年
度
に
四

国
森
林
管
理
局
と
の
間
で
締

結
し
て
お
り
、
こ
の
協
定
に

基
づ
く
五
回
目
の
森
づ
く
り

活
動
が
一
〇
月
一
五
日
、
愛

媛
県
久
万
高
原
町
（
石
鎚
山

系
の
中
腹
）
の
サ
ル
谷
山
国

有
林
で
、
一
般
公
募
に
よ
る

総
勢
二
〇
名
の
参
加
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
前
に
、
伊
予
之
二
名

島
古
事
の
森
育
成
協
議
会
長

の
江
崎
次
夫
愛
媛
大
学
教
授
か

ら
、
「
伝
統
的
木
造
建
造
物
と
、

次
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
べ
き

文
化
財
の
保
存
と
存
続
に
不
可

欠
な
資
材
を
確
保
す
る
た
め

の
有
意
義
な
作
業
で
あ

り
、
国
際
森
林
年
で
あ

る
今
年
こ
そ
森
を
歩
き

森
の
恩
恵
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
作
業
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。

　

森
づ
く
り
作
業
は
、

森
林
管
理
の
た
め
の
歩

道
の
修
理
と
、
植
栽
木

の
生
育
確
認
及
び
補
植

箇
所
の
刈
り
だ
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

と
み
ら
れ
る
根
元
の
掘
り
返

し
被
害
を
修
復
し
た
こ
と
に

よ
り
、
転
倒
の
修
復
作
業
は

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
転
倒

の
点
検
の
み
で
済
み
、
全
体

作
業
も
予
定
よ
り
早
く
終
了

し
ま
し
た
。

　

こ
の
古
事
の
森
は
、
ま
だ
、

手
入
れ
が
必
要
で
あ
り
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
今

後
も
継
続
す
る
こ
と
を
誓
い

解
散
し
ま
し
た
。

刈出し作業
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九
月
二
九
日
、
土
佐
清
水
市

立
幡
陽
小
学
校
で
、
一
～
四
年

生
一
七
名
を
対
象
に
、
木
工
ク

ラ
フ
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
動
物
達
と
人
間

が
「
森
林
の
大
切
さ
」
「
素
晴

ら
し
さ
」
と
そ
れ
を
守
り
育
て

る
内
容
の
紙
芝
居
「
森
」
を
上

映
し
、
森
林
は
大
切
な
も
の
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
理
解
し
て
も

ら
っ
た
後
、
ク

ラ
フ
ト
作
り
に

取
り
か
か
り
ま

し
た
。

　

一
・
二
年
生
に

は
、
事
前
に
準

備
し
た
木
の
枝

の
輪
切
り
の
中

か
ら
各
自
が
顔
・

目
・

鼻
・

口
・

耳
な
ど
の
パ
ー

ツ
に
な
る
も
の

を
選
ん
で
ボ
ン

ド
で
貼
り
合
わ

せ
、「
ク
マ
」
「
う

紙芝居「森」

　

一
〇
月
一
四
日
、
四
万
十
市

立
中
村
南
小
学
校
の
四
年
生

二
六
名
を
対
象
に
、
参
観
日
に

合
わ
せ
た
森
林
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
同
校
で
の
森
林
教
室
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
最
初
に
ス

ラ
イ
ド
で
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動

内
容
と
「
森
林
の
は
た
ら
き
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

「
森
林
の
は
た
ら
き
」
で
は
、

森
林
に
は
「
水
を
蓄
え
る
」
、「
山

崩
れ
を
防
ぐ
」
、
「
快
適
な
環
境

を
つ
く
る
」
「
地
球
の
環
境
を

守
る
」
な
ど
の
働
き
が
あ
る
こ

と
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
九
月
に
紀

伊
半
島
を
襲
っ
た
台
風
一
二
号

の
降
水
量
は
、
奈
良
県
上
北
山

で
は
三
日
間
で
一
、
六
五
一
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
を
教
室
に

貯
め
る
と
大
人
の
身
長
程
の
深

さ
に
な
る
こ
と
や
、
昨
年
、
一

年
間
の
学
校
周
辺
（
四
万
十

市
中
村
）
の
降
水
量
は
二
、

九
九
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た

こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
、
短
期
間
の
大
雨

で
山
が
崩
れ
「
土
砂
ダ
ム
」
が

で
き
た
が
、
も
し
こ
の
山
に
樹

木
な
ど
が
生
え
て
い
な
く
て
裸

地
で
あ
っ
た
な
ら
、
も
っ
と
大

き
な
山
崩
れ
が
発
生
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
子
ど
も
達

は
「
た
っ
た
三
日
間
で
そ
ん
な

に
降
っ
た
の
。
お
ぼ
れ
て
し
ま

う
」
な
ど
と
、
そ
の
降
水
量
の

す
さ
ま
じ
さ
と
と
も
に
、
森
林

の
大
切
さ
が
理
解
し
て
も
ら
え

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
サ
ク
ラ
の
枝
な
ど
を

使
っ
た
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
で

は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

交
じ
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
あ
り
、

汗
を
拭
き
な
が
ら
仲
良
く
工
作

す
る
微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

 

「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

ふ
れ
あ
い
木
工
ク
ラ
フ
ト

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

さ
ぎ
」
な
ど
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

三
・
四
年
生
は
、
ノ
コ
ギ
リ

を
使
っ
て
枝
を
輪
切
り
に
し
た

り
、
枝
の
先
を
削
っ
た
り
し
て

「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
「
モ
ッ
ク
ン
」

な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
の
感
想
文
に
は
、

「
人
工
林
を
作
っ
た
ら
し
っ
か

り
手
入
れ
を
し
て
よ
い
林
に
し

た
い
」
「
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
、
色
々
な
木
や
枝
を
使
っ
て

カ
ブ
ト
虫
と
か
作
っ
た
こ
と
で

す
」
な
ど
の
感
想
文
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
木
工
体
験
を
通
し

て
、
木
の
利
用
を
考
え
た
り
森

林
や
自
然
環
境
へ
の
興
味
に
繋

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
環
境
省
土
佐

清
水
自
然
保
護
管
事
務
所
か
ら

二
名
の
職
員
が
当
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
取
組
に
深
い
関
心
を

も
っ
て
見
学
に
見
え
て
い
ま
し

た
。
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ふ
れ
あ
い
の
場
と
も
な
っ
た

初
め
て
の
森
林
教
室
は
、
保
護

者
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
、
先
生
か
ら
は
、
早
速
、

今
後
の
森
林
教
室
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
も
真
剣
に

　

一
〇
月
二
六
日
、
釜
ヶ
谷

一
〇
三
林
班
の
「
ふ
れ
あ
い
高

城
の
森
」
で
（
社
）
高
知
林
業

土
木
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
高
城
の
森
（
四
．

五
九
ha
）
は
、
平
成
一
五
年
に

高
知
林
業
土
木
協
会
「
四
国
の

森
づ
く
り
に
参
加
す
る
会
」
と

協
定
を
締
結
し
、
以
来
、
間
伐

や
広
葉
樹
の
植
栽
な
ど
、
毎
年

二
回
、
森
林
整
備
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
協
会
か
ら
一
三
名

と
当
署
か
ら
署
長
、
木
頭
森

林
官
、
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

が
参
加
し
て
、

前
回
に
引
き

続
き
針
広
混

交
林
に
誘
導

す
る
た
め
ブ

ナ
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
、
ヒ
メ

シ
ャ
ラ
の
植

栽
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
、

三
谷
署
長
の

挨

拶

の

後
、

作
業
手
順
を

確
認
し
、
そ

れ
ぞ
れ
作
業

樹木プロテクターの設置

森林整備に参加の方々

ふ
れ
あ
い
高
城
の
森
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
当

日
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
鳴
き
声

が
聞
こ
え
る
な
ど
、
こ
の
付

近
で
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
加

し
て
お
り
、
植
栽
木
に
は
樹

木
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
設
置
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
参
加
者
は
、

気
温
の
低
い
中
、
汗
を
流
し

な
が
ら
、
約
二
時
間
か
け
て

五
〇
本
の
広
葉
樹
を
植
え
込

み
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
で

森
林
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
を
通
じ

て
、
森
林
の
持
っ

て
い
る
機
能
の
高

度
発
揮
や
市
民
の

理
解
と
協
力
が
進

む
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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岩
佐
の
関
所
～

段
ノ
谷
山
登
山

～
天
然
ス
ギ
の
名
札
製
作
と

森
林
体
感
ツ
ア
ー
～

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

 

一
〇
月
二
二
日
、
佐
喜
浜
の

源
木
を
育
て
る
会
（
会
長
田
村

拓
氏
）
と
安
芸
森
林
管
理
署
が

協
力
し
、
公
募
で
選
ば
れ
た

三
八
名
が
参
加
し
て
、
天
然
杉

の
名
札
の
製
作
、
森
林
体
感
ツ

ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
室
戸
市
の
職
員
、

高
知
県
森
と
緑
の
会
の
職
員
も

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
体
育
館
で
グ

ル
―
プ
に
別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
込
め
て
楽
し
く
名
札
を

製
作
し
ま
し
た
。

　

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

小
雨
に
な
り
、
予
定
ど
お
り
岩

佐
の
関
所
目
指
し
て
、
登
山
を

開
始
し
、
岩
佐
の
関
所
で
は
、

地
元
歴
史
研
究
家
の
方
よ
り
史

跡
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
途
中

で
は
、
樹
木
医
の
野
島
氏
よ
り

樹
木
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

職
員
の
「
森
に
関
わ
る
話
」
を

聞
い
た
り
し
て
、
小

雨
の
中
を
楽
し
く
歩

き
、
段
ノ
谷
天
然
杉

と
遭
遇
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
天
然
杉

の
雄
大
さ
や
個
性
あ

る
表
情
に
感
嘆
し
、

来
て
良
か
っ
た
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
足
元
の

悪
い
中
で
の
登
山
で

し
た
が
、
今
度
は
、

も
う
一
度
晴
れ
の
時

に
来
た
い
と
の
声
が
多
く
き
か

れ
ま
し
た
。
参
加
者
・
ス
タ
ッ

フ
一
同
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

職員による森に関わる話

天然杉の名札


